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各位 

震災アスベスト緊急対策について   

 

 未曽有の震災に当たり、救援や復旧にご尽力いただいていることに心から敬意をはらい

ます。 

 私達はアスベスト災害と震災アスベスト問題について国際的に調査研究をしているグ

ループです。阪神淡路大震災では地震直後と解体工事にあたり、アスベストが飛散し、こ

の対策が遅れたために、直後には呼吸器疾患患者が大量に発生し、その後工事関係者の中

に中皮腫（がん）の死者が出ています。 

この経験から貴地域で解体工事が始まるにあたり、アスベスト防災について必ず実行し

ていただきたい緊急な対策があり、以下に勧告いたします。 

 

 

１． 震災直後と解体現場の周辺ではアスベスト飛散の完全防止は困難です。特に工事関

係者は専用の防じんマスク着用を義務づけ、住民、ボランティアの方々には少なく

とも一般マスクだけでも着用させるように手配すること。 

２． アスベスト使用建物についての解体工事については、最低限、環境省「災害時にお

ける石綿飛散防止に係る取り扱いマニュアル」に従って応急対策をとること。 

３． アスベスト使用建物が不明の場合には、1996 年以前の建物には厳重注意をして作

業を徹底すること。 

４． アスベストの危険について工事関係者のみならず住民やボランティアに周知徹底

すること。今後の追跡的な健康調査のために、工事関係者およびボランティアにつ

いては登録制度を設け、氏名・作業場所・作業内容等を記録すること。 

５． アスベスト濃度測定について恒常的な定点観測をし、撤去現場での測定も随時実施

すること。 

６． 工事監督者や環境測定の専門家による安全確認の監視などの体制をとること。 

 

 

 ここに添付した『終わりなきアスベスト災害―地震大国日本への警告』（岩波ブックレ

ット No.801）は、阪神淡路大震災や 9・11 のニューヨークのワールドセンター爆破事件

の際のアスベスト対策とそれから得られた教訓にもとづく対策を書いていますので、ぜひ

参考にしてください。 
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